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綜 説
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要

生 活 習 慣病,特に糖尿病,メタポリックシンドロ-ムの患者数は世界的に増加し,それらの疾

患に関連する慢性腎臓病患者も増えている.そのような患者から透析に至る例も増加している

とともに,心血管病の危険が高いことから,ipp防の重要性が頼 ざれている.私たちはそのため,

そのような慢性腎臓病の早期病態についての基礎的 ･臨床的研究を行うとともに,市民向けの

情報発信や他学部･他大学 ･行政などとの連携活動を進めている.

キーワ-ド:生活習慣病,糖尿病,メタポリックシンドロ-ム,慢性腎臓病,近位尿細管上皮細
胞

は じめ に

｢食｣は私たちの生活や人生に深いかかわりを

もつ営みであり,私たちが守り継承すべき｢文化｣

でもある.私たちは日本人として優れた食文化を

共有するとともに,この新潟 という地において,

季節を彩るさまざまな食材と豊かな味わいを享受

している.
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｢食｣はまた,いうまでもなく私たちの ｢健康｣

の基盤となるものである.食事の摂取量不足や質

の異常に伴って,さまざまな栄養障害がおこるい

っぽう,摂取量の過多や運動不足に伴うエネルギ

ー消費の減少に関連して,糖尿病やメタポリ､ソク

シンドロームなどが発症 し,現代社会の大きな問

題になっている.
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生活習慣病患者数.特に糖尿病患者数の増加

糖尿病恩音数の増加は樽界的な現象であり,現在

世界で約2億 3,000万人が糖尿病に雁思 し,lo種

に 1人が糖尿病で亡くなっているといわれてい

る.我が国においても,糖尿病患宵はその予備軍

を含めると40歳以上では約 3人に1人と推定さ

れている (平成 18年).国連は,結桟やエイズな

どの感染症に続いて,2006年 12月,世界が ｢団

結｣して糖尿病の撲滅を目指すという決議案を採

択 した そのシンボルマ-クとしてブル-サーク

ル (青い輸)が採用 され,2007年 11月14日,
豆nsulinの発見者の 1人であるバ ンチングの誕生

日にちなんで制定 された世界糖尿病デ-におい

て,エンパイヤステ- トビルや東京タワ-などが

青くライトアップされるという記念行事が行われ

た.

生活習慣病関連慢性腎臓病

糖尿病 書メタポリックシンドロ-ムの問題はそ

の合併症にある.糖尿病の合併症としては,心筋

梗塞,脳卒中などの心血管病細 豊か,いわゆる3

太合併症として,腎症,網膜症,神経症があげら

れる.メタポリ､ソクシンドロームは糖尿病を合併

する危険が高いうえに,それ自体が心血管病や腎

障害の要因となる.

いわゆ る ｢慢性 腎臓病｣(ChronicKidney
Disease,CKD)において,透析に導入される原

因疾患として糖尿病性腎症が第 1位を占めてい
る.さらにメタポリックシンドロ-ムに関連して

発症する腎症も存在し,そのために透析に至る患

者も存在する.現在我が国では透析患者が約26

万人存在し,その数はさらに増加する傾向にある.

透析療法は患者や家族にとって大きな負担となる

うえに,医療経済的にも看過できない問題である.

さらに慢性腎臓病患者は,心血管病に躍患する稔

険が高いことも知られている.しかし近年,慢性

腎臓病は早期に治療を開始することによってかな

りその進行がくい止められることが明らかになっ

てきており,早期発見の重要性が叫ばれている.

慢性腎臓病の早期病態機序の研究

私たちは基礎研究において,腎臓の近位尿細管

上皮細胞機能,特にエンドサイト-シス受容体メ

ガリンとその関連分子の検討を行ってきたiト 14)

特に糖尿病性腎症の発症早期において,近位尿細

管 ヒ皮細胞は肥大に伴って,糸球体凍過蛋白再吸

収能の低下やNa+再吸収能の克進などの複合的

な形質変化をきたす.糸球体凍過蛋白再吸収能の

低下はメガリンなどのエンドサイト-シス受容体

系の機能抑制が関連 し,アルブミン尿の発症やビ

タミンD活性化機構の障害にも関係 している.

Na+蒋吸収能の先進はNa+トランスボーダ-系の

活性化が関連しており,そのことが高血圧の発症

と尿細管-------糸球体フィードバック機構を介する糸

球体過剰凍過の発生にかかわっている.ゆえに,

糖尿病性腎症の発症機序を解明するうえで,この

ような近位尿細管L皮細胞の複合的な形質変化の

分子機構を解析すること (特にさまざまな機能分

子間の相亙作用を総合的にとらえること)の意義

は大きい.いっぽう糖尿病性腎症の発症機序にお

いてはangiotensinⅢが重要な役割を担っており,

特に近位尿細管上皮細胞のNa+トランスポ～タ

-系の活性化とエンドサイトーシス受容体系の機

能抑制の両面に関係することが知られている.さ

らにまた糖尿病における近位尿細管上皮細胞機能

の調節において,insulinの作用もまた重要な因子

であることには異論がない.そこで私たちは,

angiotensinⅢおよびinsulin下流のシグナルによ

って近位尿細管上皮細胞のエンドサイ ト-シス受

容体系,Na+トランスポーター系,細胞内シグナ

ル伝達分子系の相互作用 ･複合体形成機序の解析

を行っている.

情報発信活動および健診率の向上の重要性

未健診例や医療機関の受診を中断 した症例か

ら,慢性腎臓病あるいは末期腎不全の発症頻度が

高い.そのような背景から,平成20年度より,坐

活習慣病に対する新しい特定健診制度が開始され

ることになっているが,その制度によって受診率
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が高まり,かつ医療経済的にもコス トパ-フォ-

マンスの高いレベルで生活習慣病や慢性腎臓病の

減少につながるかば,今後の大きな課題である.

私たちは,｢食｣の問題や生活習慣病などの医

療に関する情報を市民と共有 し討論する場 とし

て,私たちも所属する新潟大学コア ･ステ-ショ

ンのブ-ドサイエンスセンターや,新潟薬科大学,

新潟医療福祉大学などと連携 し,新潟 ｢食と健康｣

フォーラムを企画 し,平成 20年 2月9日に新潟

市内において開催した,

本年度,政令指定都市に制定 された新潟市は,

｢食と花の政令市｣を全図にアピール している.

これからの新潟は,米どころ ･農業県として,盟

かな食材と食文化を活かした発展を目指ぎすとと

もに,それと平行 して,健康づくりにおいても全

国をリ- ドする活動を推進していくことが望まれ

る,そのためには,関係する大学,行政,企業,玩

療機関の連携が重要である.
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